
3月16日（日） 

 松本中央公民館 Mウイング 3階 

   世界脳週間とは？  
 毎年3月の第2週は「世界脳週間」になっています。「世界
脳週間」とは、神経・心理・脳科学の、科学として及び社
会にとっての重要性を一般の人に啓蒙する目的で、世界中
で開催されているキャンペーンです。日本においては、
「NPO法人 脳の世紀推進会議」が主体となって活動を推進
しています。 

 松本でも昨年から「世界脳週間」のイベントを始めまし
た。一般人向けの脳科学に関する講演やポスター展示を行
います。会場への出入りは自由ですので関心ある講演だけ
選んでお聞きください。朝のセッションは英語で行います。
多くの皆様のご参加をお待ちします。どうぞお楽しみくだ
さい。 

シンポジウム講演 

10:00 
    The Zombie in All of Us:  
     Consciousness’ Litter Helper 
                    Oliver Carter  （松本大学） 
11:15 
    Unlocking the Secret of Memory 
    by Looking at its Faults 
                    Curtis Kelly  （関西大学） 
13:00 
    「べル・マジェンディーの法則から見た 
    脳構造」   熊井敏文 （松本歯科大学） 
 
14:15 
    「脳の不思議」 
                    鈴木龍雄 （信州大学・医・神経可塑性学） 
15:00 
    「運動で変化する脳― 
  頭脳明晰になるか？」     
                    川島均  （松本大学） 
16:00 
    「脳科学と教育をつなぐ―教育に対し 
  て脳科学ができること」 
              有路憲一 （信州大学） 
 
会場への出入りは自由です。関心のある講演だけ選んでOKです。 
 
 
 
                                         

ポスター展示 

「嗅覚遮断の食物識別への影響」  
          森泉哲次  （信州大学・医・人体構造学）   

「自閉症とサバン症候群の科学：シナプスについて」 
           田渕克彦 （信州大学・医・分子細胞生理学）   

「痛いって何だろう？」 
          吉山勇樹，川真田樹人  （信州大学・医・麻酔蘇生学）  

 「入門 記憶とシナプス」 
           鈴木龍雄 （信州大学・医・神経可塑性学）  

 「分子が心をつくる - 神経可塑性学講座の紹介 」 
           鈴木龍雄  （信州大学・医・神経可塑性学） 

「日本人に多い遺伝性肝脳疾患： 成人型シトルリン
血症」    失崎正英、池田修一 （信州大学・医・脳神経内科） 
 
     他 に も ポ ス タ ー 展示予定あ り  
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